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道徳通信 〜２号まで続きました〜 
  T S U N A G I  

主体的・対話的で深い学び〜考え議論する道徳〜 

   体験活動を基に、よりよい生き方を探る道徳      

日付・学年  ７月１０日（水） ４年１組 

内容 

 

 
 
 

 

 教材と自分たちの経験の往還 ～山内先生の悩みぬいた中心発問から～  

 

 

 

  

 

 

 道徳通信、第２号です。（祝）検証授業が今回で終了し、今後の題材に悩んでいます。先生方の授業をこっそり

見に行って書こうとも思ったのですが空きコマがほとんどなく、授業をお互いに見合うことも難しい現状です…題

材のリクエストがあればお知らせください。今回は、山内先生に授業を見せていただきました。写真から分かるよう

に教師も子どもも「笑顔」。「道徳の授業を楽しむとはこのことだ」と、納得した授業でした。かく言う自分は、どうだ

ろう？授業参観の写真を確認してみると…全く笑っていませんでした。（汗）山内先生のような余裕が欲しいです。

以下、授業の様子や授業づくり部会で指導主事の先生にご指導いただいたことをまとめました。ご一読ください。 

今回の学び 

山内 泰子 先生 

 【こんな工夫がありました✍️】 

・中心発問が生きる教材範読後の補助発問 

・子どもたちの経験を引き出すコーディネート 

・４５分で終わる見通しを持ったタイムマネジメント 

今回、授業を見せて下さった先生 

 【振り返り ３つの視点👀】 

①今までは… 

②今日、学習して… 

③これからは… 
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【山内先生の検証授業の裏側：「中心発問」・「思考ツール」の悩み…】 

授業づくり部会&事前研で山内先生が悩まれていたのは「中心発問」でした。

今回、様々な可能性を模索した結果、「海士町と津奈木町は、どれくらい似ている

か。」という中心発問で心情スケールによる２つの町を比較する形を選択されまし

た。子どもたちの様子、発言を見ながら気付いたことがいくつかありました。 

【教材（海士町）と自分（津奈木町）を関連付けて考えることが促され、ねらいに迫れた！】 
  

事実① スケールの場所を付ける時に「う〜ん」と悩む多くの子ども 

⇨「自然が豊か」「特産品」など、様々な視点で２つの町を比較したからこそ、悩んでいたので

はないでしょうか。様々な視点で考えられる問いになっていたのでは、と想像しました。 

事実② 全体対話で子どもたちが語っていた体験活動 

⇨子どもたちの発言に耳を澄ますと「海士町にもあって、津奈木にもある。」「海士町にはない

けど、津奈木にはある。」など、教材文に出てきた海士町を想起しながら津奈木町の「あるも

の探し」をしていました。彫刻の歴史や海渡りで見た弁天島の綺麗な景色など、これまでの体

験活動が子どもたちから多く出てきました。 

【山内先生の工夫】 〜子どもたちが２つの町を行き来しながら話せたのはなぜ？〜 

①範読後の補助発問〜中心発問が生きる補助発問〜 

全体対話で子どもたちが話していた海士町に関する発言は、補助発問で山内先生がキー

ワードとして板書されていたものでした。とても参考になる発問構成でした。 

②子どもの経験を引き出すコーディネート 〜終わり切るタイムマネジメント〜 

  切り返しの発問で「え？どんなこと？」「詳しく教えて」など、具体的な情報を引き出すコー

ディネートをされていました。また、振り返りの共有まで４５分でピシャリ終えるタイムマネジメン

ト力。授業にアディショナルタイムはありません。山内先生の授業を見ながら猛省しました。 

【板書】
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【子どもの振り返り】

 

 

 

 

 

 

【授業づくり部が中島先生に教えていただいたこと】

ご指導いただいた内容の中心 

全体対話で意見が出た後の「次の一手」⇨ 子どもと子どもを繋ぐ補助発問の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生のコーディネート術 

①両極の考えを聞き、最後に折

衷案を引き出してまとめる 

②浅い⇨深い考えの順で指名 

中島先生直伝！ 

「こんな発問どうでしょう！？」⇨ 

全ての考えに意識を向け、比較させる発問 

先生たちの悩み 

全体対話では、様々な考えが

出た。その後、どうコーディネー

トすれば良いんだろう… 

「この中で、なるほどって思っ

たものはどれ？」 

「自分の考えと似ているなぁ、

違うなぁと思った考えはある？ 

「この中で、いいなぁっ

て思った考えはどれ？」 

「それは、どうして？」 

〜「なるほど」と響いた一言〜 

具体的な行動を求めるのでは

なく、「行動のもとになる心を

育てる」ことに意識を向けて。 
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今回の研修とは、関係ないけれど… 

【 「多面的・多角的」ってよく言われるけれど… 】 

〜 多面的って何だろう？ 多角的って何だろう？ 〜 
学習指導要領解説を見ても… 「多面的・多角的」の明確な定義は書いていない 

 

 
多面的：１つの道徳的価値を様々な見方・感じ方で捉える        多角的：１つの道徳的価値を関連する様々な価値と関連付けて捉える  

  

「多面的・多角的に考える」学習の方向性 

キーワードは… 

・児童が多様な感じ方や考え方に接すること 

・多様な価値観の存在を前提に対話すること 

・様々な視点から物事を理解すること 

指導要領解説 p16-17道徳科の目標 

「３物事を多面的・多角的に考える」 より抜粋 

問い 

①どうなれば、多面的に考えたってこと？ 

②どうなれば、多角的に考えたってこと？ 

上越教育大学紀要論文２０１９ 中島大介 

「補助発問の工夫による道徳的価値の理解を深め

る実践〜道徳的な価値を多面的・多角的に考えるた

めの効果的な指導法の工夫〜」より引用 

示した図は、あくまで１つの捉え方ですが、

なるほど、と個人的に納得しました。少しで

も「多面的・多角的」についての理解を助

けられたら…と思い引用しました。 


